
東京大学Cedep×株式会社ポプラ社  共同研究プロジェクト    シンポジウム

デジタル時代における絵本・本の価値を探る
～子どもたちの豊かな読書環境の実現を目指して～

2020年12月4日(金)　14:00～15:30

　

●本シンポジウムはオンライン（Zoom）で開催します。　　●参加費は無料です。
●参加には事前の申込みが必要です。　●ライブ視聴の定員は先着450名です。

開会挨拶　
千葉 均　（株式会社ポプラ社 代表取締役社長）

プロジェクトの概要
遠藤 利彦　（東京大学大学院教育学研究科 教授／
　　　　　　 発達保育実践政策学センター センター長）

研究発表（実験研究）
　「絵本およびデジタル絵本共同視聴時における
　保護者と子どもの相互作用：オンライン実験による検討」
　佐藤 賢輔（発達保育実践政策学センター 特任助教）

研究発表（文献研究）
「保育における子どもの読む権利（Children's Rights to Read）の展望」　
　若林 陽子（東京大学大学院教育学研究科博士課程／日本学術振興会）

研究発表（調査研究）
「子どもの絵本・本環境に関する調査結果報告：
①子どもの絵本・本環境の実態：家庭・園・地域の図書館調査の知見から 
②コロナ禍における子どもの絵本・本環境の実態を探る」　

　高橋 翠（発達保育実践政策学センター 特任助教）  
指定討論
　秋田 喜代美　（東京大学大学院教育学研究科長） 

質疑応答 

閉会挨拶
　浅井 幸子　（東京大学大学院教育学研究科 准教授／
　　　　　　　 発達保育実践政策学センター 副センター長）

企画趣旨

プログラム

＊研究発表の順序、タイトルは変更となる場合がございます。　　

司会　野澤 祥子（発達保育実践政策学センター 准教授）

シンポジウムの詳細・お申し込みはこちら
URL　http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/event/20109/

＊シンポジウムの様子を12月5日（土）、6日（日）の期間限定で録画配信いたします。
配信の視聴には申込みの必要はございません。
どなたでもご覧いただけますので、公開期間にCedepサイトにアクセスしてください。
＊シンポジウムの発表資料は、当日の午前中までにCedepウェブサイトに掲載します。

お申し込みはお一人ずつお願いいたします。

お問い合わせについては、お返事までに数日お時間をいただく場合がございます。

東京大学大学院教育学研究科付属発達保育実践政策センターと、株式会
社ポプラ社の共同研究である、「子どもと絵本・本に関する研究」プロジェク
トでは、子どもの発達と絵本・本の関係や子どもをとりまく絵本・本環境に
ついて、科学的アプローチに基づく多角的な研究を進めています。
このシンポジウムでは、デジタル時代における本の価値、パンデミック下に
おける子どもと本のかかわりなどに関する、本プロジェクトの研究内容とこ
こまでの成果をご紹介します。
また、これら研究の知見を手がかりとして、子どもと絵本・本のかかわりを、
より豊かなものにする方法について考えていきたいと思います。
皆さまのご参加をお待ちしております。

オンライン実験の様子

×東京大学


